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序 非常時は 化 ホ 的 だ 

巧な 滴 まく 

ソ聯の 國內す 安 1 + 年間に 百 セ +* の 人な 抹殺 

スタ J リンと トロッキの 

聲 鼠 的 巧 魁 —— だ K ク ー リン 居が の發端 …… 
クレ A リンた 巧佈サ しわた 

キ 1 ロフ 暗殺事件 —— 執 巧な テ" リズ* 

T ラ ピヤ •ナ y ィトの 

陰謀 操霄 の端緖 —— 陰謀い 巧に 巧る ゲシ タポ •ミ： 
を路を g 転 させた たがに 於け る 

敗 殘をお 家の 陳述 1悲が なぉ 力 爭ミ內 巧 ；：：：. 


ら 



々 I タ ネフと ジノ ウイ 王フ〇 

巧を 前にせ 义吿白 I 反逆を 0 迪る必 おの 運命 百 

麥件 後に 巧され た 

ソ踰 國內の 諸問題 I スタ I リン 危篇扰 "はる ゴ 六 

クレ A リンを の 法 壬 

スタ 1 リンを 支配 ナる もの —— 巧 巧した 巧 巧の 巧 《 運 巧 き 

甘 t ナチ スが巧 巧 おか 反 革 か 陰な 化は 力した 
ホ pg な 面は 何 巧 化 あるか？ IJ: ミミけ け！… g 



序 

非常時は 世界的 だ 

巧 巧に がける 「ホ 常時」 の 言葉 も 巧に 古い。】 九 己 直 •六 年のを 巧た 目 ざしての 合ち 巧と 思は 
れたホ お 時 も、 共の 危 巧を 研究した 今日 •巧して 解 巧され て わるで あらぅ か。 を •をれ どじろ で 
はない。 非常時は 內 にかに を ♦巧 刻 化する ば わりで わる。 巧 ま 問 巧は いつる 大事 件 おを の 巧 因と 
なる かも わからない 0 

巧 も、 今や この 非常時は 巧り 巧が 因の 再 巧では & く & つてし まつた。 スペィンの 內说 はおりに 
も 巧 刻す ぎる 問齒で わる。 ッヴ H 1 卜 • n シアに がける 反が ながの 陰な •ナチ K の 共を ホ 巧への 
を 巧ホ吿 巧*、 义夫 巧の 闻 おぐ るみ 國 のの おず、 田な 脚に がける 非常時 0 巧* はを 世界を « 
はんとして わる 0 

この 時ソが にがては •卜 一ー ッそ 一 •ジノ グィ エフ】 波の 反が か 巧 動に •ナチ^ 巧 巧 巧が 巧な 
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しで ゐた巧 « をを わので、 ホ產ホ 養の 本》 モ わる ツ 巧と， V アツ シ a 田み 味 g のか 巧に# ♦ 
ドイツとの 聞 巧は 化な 惡 化して •巧 困 間の 苗夕 巧な はたで ならぬ 举 態に たちいた 0 た。 

今、 せがみ 网の巧 巧 曲がた みると、 R 函同 をはを 互に 利害 战 ながを り 直接に が g する g か、 t 
かく 平 巧が 巧 たれを いや うでわる。 巧が 口 本と まが ••ト イツと フランス、 フランスと イタ？ 1、 ' 
B シヤと イツ、 がかの 巧 拍 がは！！ ¢11 たな-い. て わる。# が 巧と ま 巧との！ g ® た 巧に すれ 
が、 ドイツと ソ聯 との 图巧 はもつ とも 尖が 化した 化 態に ある。 

ぶ 、 萌筆を记、， 化巧の»ソヴ A 1 卜 ， • シ 卞の現化にお气. 反^<^|^^**^わとレで夕 = 
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ぺょ ぅと 思み 0 , Jj 
巧 下の 巧が 巧 巧が 大巧 雄 化 t かて 夕 一巧と するな 上、 ブ 巧ぬ 网が こを は， 五 『々にと つて 巧大 M 
也苯 でれ ければ ならを い。 


猜疑 渦 i く 1 

ゾ がの. 國內 不安 

十 年間に ちセ卡 萬の 人 お 巧を 

スク ー サン ポ邊ホ 數ケザ •巧 巧 か淸巧 工作を 巧さなければ たらな かクた ホは •化と してみ〜 信 I 
賴 しれければ 化ら たいさの 「共を 巧」 巧に がて さへ、 かがに 反革命 分子の 夕 いかを 物語る もの だ I 
「みしで も® L いぉの ポ われ ぱ 、ちちに 巧吿す 可し。 もし 巧吿 をを る ものは 巧 刑に* す 可 L 」 

ごれ はかつ で 共を 魚 辑苗巧 「ブラゥ ダ」 に 巧な された ッ输を 局の 布吿で わる。 人を をたら g 切 
りおと 思へ、 この 巧 巧 こそ ブ 巧に がける 1 大扶 ちで わり •亦】 面 スタ ー リン 政權 ななの お 巧で も 
A るの ガ， 

かつて 田 巧大邑 々才 B シ W フポ度 S しで わた まる 女 ff が、 巧は ゲ •ぺ t ゥ本 巧からの 担し おで 
わつ ホと 官ム 巧が ある。 とに 角 ホ 疑の 眼は わら かる 人々 の 上に 注がれ •又を ぐ入自 々の 上に も， 


巧 日が 時 巧 巧の 化が ホつて わる か ^ら ない。 

ダ •ぺ •ゥは 過 ま 十 年 巧に めて •無を 約な 巧に よつて 百と 十 萬の 人を 巧から 略へ 巧 巧した と 
云 はれて わる。 巧 もこの ダ •.ぺ •ゥ にの <も のに 巧して さへ •巧に 巧 巧の 股は 光つ て 巧る の だ。 
「ゲ •ぺ •ゥ にがく おは、 巧の 手に よつ て 倒れる か、 しからずんばで ぺろ自 々3 ホに よつ て 巧 
られ る」 と 冒ん 格言 さへ なじられて ねる 巧樣 である • 

この ダ •ぺ •ゥの おを がな 巧 制は •一九 S 四 年 五月 •を 化 ホの 非 巧に 耐へ かわて 巧 止されで し 
4 つたが， スタ！— ン はこれ に 代る ものと して、 同年 十二月 

「テロ— ズ A にを する 公が には、 ホみ 及び 辯 蓮 人を を 加せ しめず。 巧 巧に 巧す 上が 及び « 巧の 
巧 巧た 巧さず。 巧 刑は 判み 後 おにみ 巧す 可し」 

と 甘 ふが 巧 お fcjl 巧し、 ホ實 上に 於て ダ •ぺ •ゥ の 無を がが 巧が を 巧 巧した ので わる。 
巧るか面人が K 夕 J ン に會なした信、 

「♦<^はいつ走で人た巧すつもりでわるか」 

と 巧 巧したら 、スタ I — ンは 
r か® の わる 度り 巧す」 


とを へた さろ で わる。 . 

スタ I リン 自身で さへ •其の# 邊の 同を に « しで «巧 のな 用が® けたいので 巧 とても 何日 何 
時 自己の か 位た 巧 はれる かわから れい 不安が わる。 

一九 一二た 年 五月 •かつて ザ 命に を もみ 巧の わつた 共 產黨員 のみで 化な されで わた 「ポリ シエ グ 
ィキ協を」 を、 スタ1リンは巧か解なしてし>0わ。 を日のスターリンにとつては、 過まのホか 
にがけ る 功 巧を どは •もろ 何 0 意 かも おたない •「彼 巧の 玫治的 巧 命は たれり」 と 言ん のが 古い 
黨 貝に 巧す る スタ ー リンの 媳 巧で わつ て、 必要な のは スタ I リン 巧 人の 信扭し 巧る おしい 化 
る ま 持 おで ある。 

昨 夏な ホ. ドン バスの 一. 巧が 夫 スタハノフ にょつ て おめ られた スタハノフな 巧 も •表面は わく 
i で 巧が 巧 進 巧 的で わるが. 實 巧 的には •この 巧 かにを 加す る 少なの 巧 化 ♦ホ お 巧が ぶ 巧が) 
にょつ て， なか ボル シ * ヴ ィキ 围 巧を 結 巧し •つまりは スタ 1 リンの！ IKSK を 目的と する もので あ 
ると 貢 はれて わる。 ， < 

一昨年の キ la フ巧巧 巧が に 巧 ゎ 巧した •今夏の トロッキ ー •ジノ ゲィ 王フ ーが の反单 命ち 謀 
のお»は. ^:^^の巧巧な化にがて* スターリン政衡もをびやかすに十々でわり、 クレムリンの巧巧 
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者を 巧 巧せ しめ •ジノ ダィ エフ 巧 十六 人の 大* か 巧を 巧クた A これ ♦つ i かは 數半 ホの 痛を あ o 
除いた 程 巧の もので をつ で* こ 氏に ょつ で スタ i 》 な樣〇 すまが 全 < w かまれを ものとは 薄へ 
られな 知な 

珠に 皮が み 巧 巧 0 一方 A 巧 ホ タト n ブキ I は ノル々* r 巧た みみで わ* •み© » か にかけ るは 
掌み 盏 がい ク押 巧され るか I がり かれない か 

スタ— リンと トロ ツホ— の 

お 想 的 巧 巧 

反 スタ ー リンの テロ 陰謀の 發端 

レ^ごノの巧巧、 今画か巧されたクノ々ィ1<フ、 力1メネフは. スタ1リンと共に共巧黨1二巧 
反がを布を， みひ1は甚ボ巧わクち がしが^ IB ^^ t す庇ザタは巧含わらば• ーー《 ン〇ホ化に巧 
クで代らんとずを巧薄を巧いて&たのでわる。 中でスタ》リンとトロッキ1の巧#の淵巧は、 巧 


の mmr 




れ るか 巧され るかの どちら かで わ 0 た。. 

卜《ブキ10典をま«の»巧論になク 「来久革み巧な」とスタ1*ンの 「一面巧會ホ藻は巧」 
とは •巧が 亞 面面 巧と & り、 トロ ツ *1 によ ク でけ まされる 巧 左 あと •ジ ィヴ ィ エフ •力 I メネ 
フー 汲とは、 スタ I リ》 の 「一面 な ♦主 まな 巧」 をを 巧す る おと •スタ I サン 皮« を 巧 « せし 公 
る K にがて 同】 並 巧た 巧るな となり > 反 《ク 1 リンの 巧を か、 げて 大巧 围 おした ので ある。 

ごのお 巧 •卜 B 夕幸 I .は 一丸 二 5 年 •巧 お 人 おを 員 ottt 巧 はれ、 一九二 六 年の 巧には は 治ぶ 
をち 0 ホ 巧を を ひ' ないで 中央み 巧を 負 0 ホな も 奪 はれる ホと をつ た。 化し こ 0 巧 ジノ ヴィ A 
ス、 卜。ッキー巧货巧《か|ホ>,堆了进れはな抽に»けられた爲， 1乂二0年おにトロッキ》は 
B かにを 故され てし を 0 た •なし 亡な 中の 卜 P ブキ I は あらゆる 手 没と ホ 巧を 用 ひて、 ッ が 巧の 
商を と 連絡を 巧ち • 1 化 一ニ ニ 年 ジノ ヴィ エフ おからは ジノ ゲィ エフ 》々1 メ ネフ •ユヴ タキ I モ 
7 .バヵ エフ、 卜 6 ツキ I 巧からは スミ ル ノブ、 ムラ チ n フス ♦!、 テル •ゥガ n ヤン 等が 巧 
會 しで* ィ リンス ク抓 巧に 巧 政府 祕« か 合 ♦を 開を、 「モスク ヴ .ッ H ン トル」 と 育 ふが 巧 おはわ 
巧 巧し、 を】 ホ 立 ヶ年計 巧が を も 困 » たる 時 巧に 直面し •ッ がが 巧 巧 的に せ » にを 面する のを 巧 
夕 に、 チ •リブ A 化よ* スタ I み ン氏» む Ifwfc かてた 0 でもる。 
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このれ 畫 によれば •ホづ K ク iyfc はぢめ •ゥオ ロ シ la フ •キ i フ、 々ガノ グイ ツチ、 
オル ジ 3 _1 キ 1 ゼ 、ポスト シユフ •ジグ 1 ノフ、 n シオ ル 等の « 及び 政府の 最も 直 巧なる 人 巧た 
一 齊に巧 殺し、 共の 巧 A に乘 じて、 現 巧黨に 巧つ て わる ジノ ゲイ ユフ 、力 I タ ネフ 巧を 中む とし 
て •同志に 政府 Qa 巧た る 化 位た 典へ、 やがては 卜》 ツキ I を迎 へて 玫權 fcg あせんと したので 
わる。 

ジノ ヴイ エフ • 々1 メ ネフ 巧は ダ •ぺ •ゥの 眼を 迅れ るた わ •現を 巧が に 一巧は 巧 おした かく 
に 見せれ け oi ， 蒲* としで 陰 なれ 書を 進める と 同時に、 右 巧 波の 元が 相ツ 3 ル - n フ •中央# 
巧を 員ち 巧卜 AK^l •現 巧 信 大臣 ルイコフ •ッ が 冒說 巧の 巧 一人 おで ある プラゥダ 巧 ま 巧 ラ デ 
ブ ク及ぴ イズグ エス チヤ 巧 ホ攀プ <1 リン •が 因で 巧け 巧を ピャ クコ フ巧に 巧び かけて •彼 巧© 
巧 スタ I リン 的れ 化が た 利用し で •巧 二 巧の 巧 巧を 巧 ザし めんと したので ある。 、 

尙 バカ H フに 巧して は •やが で 巧た らんと する 卜 》 ツキ I •ジノ ヴイ H フ政樣 の ダ •ぺ •ゥち 
をの 巧 化 fc 巧へ る 約 巧の もとに •ち a 寒 件の 直 お阳巧 おの 抹殺を を 巧した とを はれる。 

この 曲內 にがけ る 巧な と共に •函 ルに あては 卜 a ツキ— の 息子の シユー ドフが ドイツ •チ* ツ 
コ 巧の 备 化に 暗 巧して •ブ W 巧に わる 卜 B ツキ I 】 化と 巧が を 巧 〇 •チ a リストと して オリべ ル 


It 


グ •ペルマン •ユ- •，ン 、フリッッ •ダヴ イ •卜 •モイ セイ •ル リエ* ナ タン •ル リエ 巧を ソ说に 
おり 这んガ 。彼を テ"* •'ストの ッ巧人 围に〇 いて •ドイッが 巧耗巧 _ :ゲシ タボ) がな 巧 t 典へ， 
含々 の 便を を 計つ た 巧が •後に ソ がを 局に ょ 0 てが 巧され た 結 巧 •ッ 巧が 巧に セン* イシ 9 シた 
♦き 巧し •ッ巧 雨國の 巧义に 巧大を 巧を ^4わ< お 因た つ < つた • 

クレムリンを 恐佈ぜ しみた 

キ I ロ ク暗殺事件 

執勸を テロリズム 

チ a お 巧に 於け る 巧を のか 巧は を* お 巧し •スタ ー リン 巧 巧には ダヴ イド •キ In ブの巧 巧は 

ニコラ IH フー报 •ウォロシロ フは A ラナ n フク デミ ナエフ、 シユミ ド 巧、 カ ガノヴ イッ チ •デ 
ダノフ、 オル ザ m - キ I ゼ 巧の 巧 巧は ドレ イッ H ル •モイ ♦イ‘ •ル 9 エホが 巧る 巧く •をての 用 
をはち つたので わるが、 ブ 巧が 人 0 々巧の » 巧は 巧 巧を お々 •& か- > .-化 巧の 巧# にぶ まれ わか 
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った。 

このが わが 勢のぅ ちに •巧を のれ 畫は一 化 一二 四 年 十二月】 日、 レニ ングラ ー ドに がて-コラ ー 
王 フのモ による T a 7 暗 巧に よつ て n 乂を 切つ た？ わ* • K ク 1， ン S 巧 わクく •共の サ 
おとも みられて わた 午 1B フが •白 おス ♦リ ヌィの 巧 巧で •ピストル たもつて 巧 巧され た ホは 
クレムリン のち 階 部を 巧 おに »传 せしめた。 

このま 化が 反革命 分子 テロ 困の 手に よクて 巧され S で わる 巧は 直ちに 蓄 され、 お 助した ち 
脱 者は レ-ー ングラ 1K •モス コウは 巧 翰の こと •ミンスク、 午 エフ 巧にまで 巧 おの 手を のぱ し、 
反を 命み モ として 锭巧 された ものは、 を 局の 巧 表 だけで もる 五名の みなに のぽ つたので わる。 ッ 
が 巧 局は •じの ホ 件を 機を に •ジ ゾヴィ S フ 、卜 "ッキ！ 一派の 反 ホ 命分モ のがを 的な^^^^^ を 巧 
.し、 下手人で わる-ー コラ ー エフを 憤 巧を 理 したおち 彼が ジノ ヴィ エフ ー波の 反 ぞ命分 平から 巧 
るナ a 曲 巧の】 負で わる 事が 巧 巧した。 

この テ" 曲が テ a リズ A によつ て スタ 19 ン政值 fe 巧し •トロ ツ中 1、 ジゾヴ ィよフ は 網に よ 
つて 现政怡 を 養ホサ しわん とする をの もので わる 车が巧 明した お呆 'キ ー ロフ巧 殺に を 巧 M 巧の 
ホクた 《 * ラー — H フな下 十四 あは® 巧に 巧され たので わるが、 「モスクワ •ッ エン トル」 は 明る 
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みに 出な かつた 巧 •ジノ ヴィ エフ、 ヵ ー タ 巧が、 どの 持 巧まで w がが わるの かか 巧 ササ、 お 
局 ホ 件誘發 におす る 巧 神 的 杉 巧の 巧 巧を をはされ、】 九 一二 お 年 一月 十 お、 十六の 兩 目、 联巧ホ 高 
をが 所 巧 巧が 公判では、 ジノ ヴィ ユフ外 一二 名を 十 年 紫 巧、 シ ヤロフ ホ 巧を た 八 年 蘇が •フエ 9 ド 
B フか六 名 ゎ 六 年 お 細 • 々 I メ ネフル ニ あを お年禁 巧に 巧し で •じの お 件 も 一廉 打 切られた かに 
みぇた。 

かくしで ジノ ヴィ *フ 巧の ち 巧な、# 0 巧 の 卜 おじられ たが， トロ ヴキ I 波の スミ. ルノフ 巧は 
巧の ホな もを けれれ つたので、 巧る 「モスクワ •ッ ユン トル」 の】 巧は •一斤 速が を 巧に して ホ 
の 巧 動に 巧み、 才— •ヘル グ •ル リエ、 ダヴ ィド 等は キ ー 0フ« 件を も 暗殺の 巧みを ねら 0 てゐた 
が •其の後を 后 巧ん の 身 邊» 巧は を* 療£を«6、 を K 其 0 目 津 すむ ザが m 来を かつを。 

が年の巧と回コ ンミナル ン乂をでは、 ダヴィドはピス トル fc .^ l トヴトにしのぱせてをおに入 o 
たが •巧が ホに 巧 ょれ 中 ホ おした。 ジノ ヴィ H フ のが 寄で ぁつた パク ダ ー ノフ は、 化 巧のを 後© 
IR に そ 巧し 資 たち つて 自巧 した。 ゥオ n 1 シ P フに おしては、 チ ユリヤ ー ビンス ク規巧 中に 化 
_ 巧ず ろ 計 書が ml ! したので、* 1* 化 ホが！ 一巧 « のれた わらに 隹 のを お、 あ « 持を 〇ら つて 宙會 
を 持つ たが •これ もお树 はな 會に g 走れ 卞 にし i つた •ジグ J ノフは 今年の メ ー デ ー に、 レュン 


グラ ー ドで •ルリち 义 ホに 化 はれた が •せい 巧で 危なた t のかれ わ。 

スタ 19 ン におしても •今年の 夕—デ ー の 機 食を 化 クた〇 であつた ポ 、これ I 遂に 其の 円 的た 
津 する 取が 出來 なか 0 た。 

か<するゥちに、 巧局のお索は 】 を度まとわゥ》 キー a フ巧巧みか後. ト ロッ キ《、 ジノヴイ 
エフぶ の だ 巧 か 革命 陰 巧と •ドィッが 巧 ホを との 巧 巧は •一年 半に わたるを 材の憤 巧な 巧 游の巧 
典が 巧 さ！* つ ひに テ 《 リストの 一齊お ♦とを 0 て •この ホ 曾 ザの チ 《 陰が 单 がのを 巧が 白日 下 
に ホ » される 時が 來 た。 

アラ ビヤン •ナイトの 

. 陰謀 暴露の 端緒 

陰謀の 裏に 擢る ナチ ス秘 お餐察 

ブ 巧 冷 お 巧 ： 50 そに ょつて •は 上の テ B 陰 巧 0 を 巧が、 白日 下に 巧 巧され たか 3 K は 太の 巧り で 



トミ 

面 かに 亡命 中の 卜 《 ブ>| と、 两巧 にわる 卜 a ブキ ー 巧の 代を で&る スミ ルノフ 及び ナナス 巧 
ホ 警 巧との 巧に •巧 巧 文 香 0 傅々 t つと かた ゴ リヴ マンと いん 巧が ねる •化が ッ がの ダ •ぺ •サ 
にを 巧され た 時， 二* 巧の トランクから アラ ピヤ ン •ナィトた 巧 巧した 巧坊义 « と、 トロ ブキ I 
©「スタ ー リン 巧 巧」 の 巧 か巧义 がを 見され た •じの 巧 巧 文書に よつ で •スタ ー リン W 下の 巨頭 
g 巧の 貧に、 ッ聯に 巧 入した オリ ベルグ. ベルマン. ユ リン、 ナ タン •ルリ 王、 モィ* ィ .ル， 
ェ 巧の テ J ストは、 « は 卜》ブ 辛 1 と ナチ K 巧 巧# t おの 共同 エが によつて 波 遣され たもので わ 
る 事が 巧 g した 0 

こ© やぅを 確 巧を を 局に 担ら れ たは 上は •彼 さも 巧 おお 命 •を 局の 巧 巧に 用 伏ず るより ル 化か 
クた〇 巧 巧な 反 ホ 命 巧 動 も 遂に そ 化に 巧ク たので わる 〇 オリ ペル グは 公判を にがて 》 ナチ ス巧巧 
♦ちと 斯繫の わ 0 た > た菌め •卜 P ッキ ー より スタ I リン 暗 巧の 巧々 た 巧け で、 ナナス 巧 巧# 巧 
0 巧な により •一一 一巧 ッ W に 巧 入した み 巧を 自白して わる。 

ル —H 义ホも • 々ス クツで スタ ー リン 巧 巧， チェリャビンスクで オル ジ"* - キ IW た 時 巧す'^ 
<• 4^チ ス巧«»巧からをられたも0でわる事， 义フ—ッヴ -グゥィド* ペル マ ン • A — ンも 
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*夕|リ ン1!^&の巧ーニがとレて* ト ロゥ キ>並にナチス巧が玲ちからをられたも0でわるホが科 

グゥィドは， ^化」二乙罕卜》ブ午1とお<8115談した巧， 卜》ッキーが「もしッ«が日本と度爭 
お1^1 •没を ブ泻 の不 やは がが する だら ぅか i と 自問し 「ちむ しろ 不平は 巧 巧 する。 吾等 
巧を 口 巧ち 衆た i レで 巧 ホ すべを だ となぺ たと— しでた るが、 じれ §* P 巧 
意す •へを W だ to 

つで みれば •スタ J ンは下 •ソ 巧の ち 巧 連の 運命は、 責に » がの 巧 火で わクホ 

0 ち 

か < して だ ft 巧 革命 巧の 居 巧 ジノ ヴィ * フ •ヵー タ ♦フな 下十ス 名は、 今年 八月】 齊 にな 巧に 
A せられて しを 0 た 〇か〇 で oi ホ義ぞ 命© 巧 おで わり、 巧 巧が であつ わが# もしでは •ぞ 
に I 巧 巧た g かで わ 0 わ。 共のを がに がける 化 巧の 供 化に 巧で する 巧に する。 

と-に 巧*© 巧 巧 は •こ 0 だた 巧 ホ かの お 巧が •トロ ヴ *1】 紙、 ジノ ヴィユ プー 巧 
みび. ♦ ♦ K3S 巧 •巧の 11SM なに AO たがために •ッ 巧の 內 巧が 其の おもがんで わる ナチ K には 
巧 巧け にわかつ てわた ことで わる* 



この ことは ッ聯 なおを おも 刺戟した おでを つて、 この かが 八たん に 《 反 をな 派の 巨が のが Rfc 
じと 巧に を ダ* 巧 ニ インタ ー ナシ 3 ナルから 、スペインの 內 なにょ つて、 巧 巧 左 巧 巧を の 一巧が 
をび やかされて わる この お •ホ K 巧紋强 化の 上から、 ジノ ヴイ ユフ 等の 巧た 艇が しては •と 0 申 
しがの わ 0 たの も】 はして •巧 刑 t はて 處 » してし まつた のでは ないかと おはれる 0 

巧卜 n ツキ ー は 化の 間 •ジノ ゲイ ユフ •力 I タ ネフ 巧を 巧 かに おひ 化すべく か* したが •これ 
は 遂にえ 化に がして しま 0 た。 巧し 彼の 過 まに がける おおは、 おかに がける 巧が の 舞 巧を かしで 
サば める ものでは ない、 ソ瞒當 局は、 卜〇 ツキ ー 父子を 度 巧 ホ 件の ホな おと 設 め、 彼等 fc ソ 巧の 
巧 巧に 發見 すると 同時に、 ま 巧 •枉 刑に 巧す とを をす る】 方 •オス 01 に 居る 卜 P ツキ Ifc 西 化 
にお 化して ちれと ノ ルゥ H 1 反 巧に 巧 求した が‘ ノル々 エ J の 左 波は】 巧に 卜 B ツ午 1 擁 巧の 巧 
巧 t お 巧して わる。 


U 


を 露を 震駭 さピた 公判に 於け ろ 

‘敗殘 革命家の 陳述 

悲惨を 權力爭 奪の 內幕 

かつての 巧け るが' 巧な 中央を 員と して •巧 あを 巧 はれ • W お 的の 巧 巧の 的で わ 0 た ジノ ヴイ * 
フむ下 力 I イ ネフ •パ カ ー エフ' エ ヴグキ I モフ 、スミ ルノフ •ム ラナ 3 フス 午 J •チル •ワガ 
» ヤン ••トレ イッ 王 ル、 レ インゴ 9 ド •ゴ リッマン、 ルリ エ义弟 •ピッケル •オリべ* グ •フ， 
ッッ •ダゥ イド •ベルマン •ユ リン 等 十六 名の 公 巧は、 モスクワ のが 巧を 巧に めて •本年 八 巧 十 
九日ょ 〇 あ 日間 ホな にわた つて 閒 ちされ、 二十四日には 十六 名を がに な 刑の 断 巧が 下された 0 
化 巧の 革命を の 口から 語り 阳 されて この テ a リズ A にょる 反 かぞ巧 巧のを 巧は •を a シアを— 
R させる に 十分で わり •その 公が 巧に がける 巧* は 巧に 曲 的の もので わつ たとの ♦でもる • 

公が 控 では さすが 化 辯 fc 儀つ た ジノ ゥィ 王フ 、力 I メ ネフ 巧 も お 诗の餘 巧な く、 お直に ホ 0 由 


か 


く 供 巧して わる" 

•力 1 タ ネフ 

「チ 85 ズ A による 陰な か畫は •自分と ジゾヴ ィ王ブ 、卜 n ブ *1 Q 1 二人で 化 巧し， 巧 巧した • 
みは 只 お 會ま義 面に かける 政治的 » 利は 可 おで わると いん 巧 一の 意まで •黨お 巧が の 政 巧が 巧つ 
たこと を 西め る。 巧* は黨巧 巧が のみ 巧に 期待し ホが、 これは々 化した。 巧 等は 义 ルィ 3 フ •ブ 
< ljy * 卜*スキ1#の右巧巧に巧待卞る所がわつたが、 おホが巧巧巧巧ょり巧ざけられて， 
么も亦 巧 待が は ♦れた •又 コル ホ ー ズ エホ 化强 巧は 巧 進 巧のを々 •巧 巧 巧が の 失脚 とれる がかき 
を 巧の 巧らん こもた 待ました が •失津 にち 0 てし 4 つた。 巧 巧に 巧され たおは 只 二〇 である。 卽 
ちを くだ 黨 通の た 淸»卞 るれ •巧は 大衆の ま 持 も •一巧の な 巧 もれく とも •テ,！ リズ A にょる か 
いづれれでわ0ホ《 巧*は巧11の^を港んガポ， これはな巧な巧に巧するむ巧ょりの巧おと. 
氏 巧に 對 する* 望からで わ 0 た」 • 

彼は 檢事 ゥィ シン スキ 1 Q 

「それでは 被 ホの テ" 手 巧の » 巧は •巧 g な 巧 人的な 術な か」 

との 阳に 巧し 


2 し 


「さろ X 1 巧の な 植巧ま X 」 

と 巧 (て わる 0 

巧 巧は々 イシン K *» が •一九 111111 年 力 I タ ネフが をつた 巧に 巧す る 誤！！ 巧な 吿 おさは 何を ま 
味卞 るか。 度は かとの 助に » しで •それは 皮 お、 ぜ 信ょりも 恶 いもの 「反逆」 ガ とが ぺて a る。 

义ジ N ヴイ* フ は* ゥイ シン K ♦イ の 

• r 巧 吿はド イブ •ファクス ト との 巧 巧に ついでる 巧は しない ザら ラ •一® マ ♦キ ストと して チ 》 

乎 巧み ぴブ アシストとの 法 蒙は ホ さる ぺ《 であるか」 - 

巧 

との 闭に對 し ^ 
「巧 巧には 魚 巧に 巧言の 白 ホ** 法 a も 巧され をい の ザ。 か I るか 巧に A つては 凡ての 手 巧を が 
用し をければ をらない •巧 巧みで & るな 上* ラブ ♦ルが 革を 这 tt にピス マルクた 巧 用した 隱 
巧を 巧つ でなる « らぅ。 巧等ポ 何な ドイツ 货巧 » 沒ヒ * レ* をが 用し ではい けない のガ」 

と 巧べ V わる 0 

.バ 々 H ブ と、 卜 a ブキ IQ 代表 スミ ルノフ ニ人は •巧强 に 陰謀が 件た る 巧し 度け たが •お 巧董巧 
置 日に わたるな 巧 巧 r な 《のか ま 巧吿を すべてな 刑 •な 巧に すぺ し」 といん 静吿が 下され •巧 ま 


ホに を 沒の言 集が 許された ので •いよ 钻 刑の 巧定た 前にして •さすが 巧が お 量の 彼等は ホ* 

K なクで 一す づ 、ホ Y た • C 0 房に かける 力— メネブ と •ジ ゾ ヴィゴ ブ のす 葉な 巧な のか* >♦© 
サ わる" 

ホ < て 八月 二十 巧 日 •裁 巧* ゥ— リツ K によつ で r 卞 Y て a 巧 •が 採に おす」 と 巧みは 下 3 れ 
た 0 « 巧 ホは を規 によつて 巧の II 试を 中关巧 巧を 員 會に申 W した ザ •それみ 苗ち に 巧 下され •そ 
0 日の ミ 巧み 巧 9 處 巧され V L 1 M つ ホ • 

共の 巧な の 巧 面は •巧 巧夕 はか 就 も 見た おはない ガら ラが •傅 (られ ると ごろに よれぶ、々 1 
メ ネフは おがと して 冗に ついた をぅ でを るが •ジノ ゲィ H フは忘 お 巧 失して 巧れ なをで ぁつたと 
©ホで わる。 バヵ 王フ はみ 巧 おを E 巧して 倒れ、 ナナスな 巧 » おわら おられた テ B リスト ホは • 
卜 a ツキ ー が 巧 坐し なかつ たこと を 巧を がつ たとい ふ术で わる。 

か〇てはプ a レタリァミの<4*としで、 *|^的の靠おとを0わでゐた化ミか， 反逆の徙とし 
て 巧 巧の 極刑に をせられ た 日 •皮 巧に も モスクワ 巧 かの クシ ン スキ ー 煎 巧 おでは • T 巧が さを が 
巧 はれて •藥〇 たた 十 <0 巧 ♦は K ク 1* ン 巧が 巧 巧を 巧へ で わたので ぁ クた〇 
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々 I メネブ と ロノ ゲィ エフの 

死を 前 K ぞる吿 白 

反逆者の 辿る 必 がの 運命 

々 J タ ネフ 

「みは 十 お 年に わたつ で黨 •致な 巧に K ク— リン 化 人に だがし CH クで 巧た。 みは 此の間 ホら ゆ 
る 比 ホ 的 手 巧 •なおた る 致 あ 的を 爭 から 祕巧文 まのを な、 ェ 巧への が ♦かけ •巧への 巧 说モ巧 • 
巧 巧での 巧 巧 •をな •をして 最 巧に チ n 手段まで も 致 巧した 〇 K が 上 何 巧を さがしで も， 巧々 が 
十 年間 两クて 巧た 樣た 政治 H 爭の « たな 出す じとは 出來 ない •义お 巧には これ ボけ S い 巧 阳敝に 
»» た 典へ たものは ない •十八 世紀の プル ジ 3ァ ホ 命に 巧しても •敵に ホした 巧 閒は值 かに 一遇 
怕わ數 日に す f 度かつた が •ブ a レ ♦ —ア 革命は 十 年 胡に わた 0 で •巧* に换 s をな 正す る餘巧 
t 輿へ た* 


な 




巧し 巧 ♦はこれ fc し &かク た。 自 みは 一二 回に わたつ て 巧に が 巧を 巧され わが •かや 一二 巧 目に 巧 
び チ B 陰 巧で 巧 かる I に 至つた。 前 二回 迄は 生が t おされた ポ •今 巧は 巧* が寬 をの 巧 度を 巧ク 
たので わるから 化 ホ がれ レ 0 

.巧 等は こ、 に ジノ ヴィ エフ 等と 共に •か M の 祕巧當 をのけ お 等と 同 ホして 巧 かれて わる。 これ 
は な然 のこと でぁらう か。 否 ISIS の 同 巧では & い。 巧 等は 巧 おを 巧 ばを かつた。 か 田の 巧密 ザな 
の 代を と 同 巧す るの も •必 巧の 还 命で わ 0 たらう。 ちに 巧 等は フ アツ シズ A に 巧 伏した。 巧 ホは 
外 國の化 おに 道を H かう としたの ザ〇 凡そ 反逆 0 巧は この 巧に 巧る* 命で わつ たので わらう」 ^ 
ジノ ヴィ 王フ j 
r みが スタ ー リン 冷を 巧 巧 巧 狡の 円 的の た A に •卜 n ツキ—】 巧と 合同した ホは 過ちで わつ わ 0 
又み はキ 1 B フ巧 巧の 肯 巧# としての 巧た 設 める • 

みの 巧特 & ボル シ王 ヴィズ A は •巧 ポル シ * ウィ ズ A に轉 化した 〇 みは トロツキズムを とはし 
でフ アブ シズ A にを 0 た •卜 •ブ ♦ズ A はフ T ブ シズ A の】 » おでぁり •ジノ ゲィズ A は义卜 a 
ブ キズ AO 】 お 巧で わつた。 

みに ai する たも 巧 巧れ u 田は •みの 右に オ 9 ペル グ 、おの ホに ナ タン •ル リエが なつて わる こ 


と 巧々 の 名 ♦と！！ げれつ I わる じと c れだ 

まか 巧に 巧 まれた 

ッ 巧 固 巧の 諸問題 

スタ ー リン 危篤 說傳 はる 

さし ミ まも g ホ 十ー ハち 0 巧の g をはで I 巧 巧を 康 セので わるち おし ミ ♦くの 巧 

» が 巧され で わる • 

♦タク ごこ ント みに累 ホ ミホ & ミれ で 《る • サフ ホ* ゾヴ •ザルす ク、 グ，； レ 
グ 、ガウ 玉ン •方 レフ、 ク デミす 5\ n ンタ クント •ザト ，ン •ホ 三 ル 方 •パウ ，•ラ タン， 

フア ィヴ ご ミス こ 3 ッて* K テル マン 等 至て はを 護 巧 S 巧が あると 設 めら た 
巧 在み 審 中で わる。 

义 テ* 蠢 のき 巧をク と 《《とま はれ ミ； 辛-.、 ブ ブック •ご ミン •ルィ ゴフ， ノ 


コリ-ー コフ 、ピヤ ク n フ 、セレブリャコフ 等 •現 おな 把び 政が の/嬰な 拾''^ にある 彼 ホに 巧して 
も •洽索 € 手が のべられで わるの ガ〇 

度に 田を 刖 おおは 反 ホ 命 夕子の 化 巧と みられて 巧 0 •局を A スキ ー が 公 巧 巧 巧 中の 八月 二十 
二 曰に 自殺を をげ たので •一を 巧 あ ハ 眼を 巧め、 しかも フリッッ •ダヴ ィド， ペルマン • A — ン 
が 最近まで 術いて ねたと ころで も わるので •ことさら 巧游 八手は きびしい やうで ある。 

當局 としては、 此の 巧 •なをな々 子の 化滅 をのし •徹底的な お單 をが 巧す るで わらう。 こうす 
るが はだ 革命的 なみ子に がする 将 氷の みせしめに でも あるの ガ から。 

しかし 之を はて ソ聯の 政治的 •杜 # 的す をが 完 をに 取り除かれる であらう もは 思 はれを い • « 
の 能 ホが 逃， スタ 《ノ フ* 抑が をになる と共に \ 之に 參加 する 新な 術 家 牌 級が お 巧して、 巧かポ 
ルシェ ヴ ィキ 巧 府をお 巧し •々巧に 共 巧 巧 貝の 地 化を ぞ ふが 巧を 示して 來 たので •古い 巧 貝の 邸 
に不 やが みな ダ：' てが セ こと •义 この スタハノフ ぷ朗に 多が しれいみ 數の 巧が ザは、 この 速 動に 
夕 かする 少數 のい は ゆる T 々巧 まが」 に 自分のを 與 をけ おされる わめ、 不华を 待つ て わる ことれ 
ど， 不竿不 がの 氣 巧が 巧なる 巧に みなぎつ て わるな を 巧 港す ことは 川來 をい •これは スタ ー リン 
が •自己 お 巧の ためにした ことが •巧 巧に も 逆に 小 巧が 巧乂 するな 化に 巧つて しまつた のガ。 
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义各 巧に 於て •巧い ジノ ゲィ* フ •卜 B クキ ー 巧 » が. 巧みに 烹巧 にお 入して ゐる こと もが 巧 
である。 

オス。 1 に 亡^ 中の 卜 "ブキ J ポ •ナチ K と 巧 巧な 聯 がを 巧つ て わるは 上 • W ルに がける 巧な 
は 今後と いへ ども 巧 けられる であらぅ し •それが ッ W が 危なに 直面した 瑞 合は、 何日 何時 段 政 巧 
運動を 度り がして こない とも はらない® 

一方 ヒット ラ I のま 方 あ 怕のホ 略は、- ユ瓜ン ベルグの ナチ K 黨乂 をで 公 巧と 示された か <• 
ゥクラィナの 寶驅は 勿論 •ゥラルの 工業 地帶 •シ ペリ ャ まで 侵入の 巧みを 化つ て わるの ザ •か 巧 
0 巧 件を はて、 ナチ ス巧巧 かなが ッ蹄 巧に かける 巧 巧を 停止 するとは 夕 へられない。 ッ 蹄の 非常 
時 もま ザ/、 今を 巧 < こ とだら ぅ 0 

折 もが フブン スのプ ー プルが が. 革な 巧 時 レ ユンと 巧 巧を 共に し •なお ダ •ぺ •ゥの 追求に 堪 
へかねてフランスにじ命したブ巧人の謀として、スタ1リン危焼說たが巧した* 

化の語るところにょれば， スクーリンは目下む||巧惡化の巧め， 危说に陷クて居るが、 周曲の 
人々 はこの 事'* を おら サぱ •巧が 巧 嵌の 乘卞 ると ころと なり •內 & 巧窗 のを おが あるので お秘に 
がして わるとの# で わる • 


この 巧' なは 巧* をぅ をづ かせる 一な の 候 巧が わる。 スタ—， ン 巧卜 3’ S か 巧 
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この 巧 化は 巧* を ゥをづ かせる 一 應 Q 巧 巧が わる。 スタ—， ンは八 巧 十ち 極 ホが むに 賓し 
た 巧 巧 2 モ K クゥ 髮 の 巧迎 はちを が 出が しなければ & ら & いは 中の 巧 上に すら ホを みせれ 
い-各 114 •丑^の ッ聯 曼： なには •奪 赤れ 巧 塔に ミて、， レム， ンぞ おの 上空を 巧 ぷホ軍 
大巧 巧 f 滿せ さぅ になめ るの が 例で あるのに、 本が はを にを をみ せなかつ ち 
又 ッ裏人 S 儀には •必ず 白.： 槐 S ミを が 通例で をる S に •八月 二十 セ 日忆巧 はれた 
力-ィネ 7 窒 S なが 件 Q 力 1 ィ 本 7 とは 同 あお 人い (がな には’ を すら 見 サミ ミので も 
ろ こ QS は スタ，。 ン のち 巧說を 充分に 塞？ る ものと してが 逝され 5 ぅ 
又 スタ—， ン が公閒 Q 巧 上 Kf 現さ ミつ た理 山と して、 巧 累分モ (テ" たおれての おち 
ガと いふ， 說も わる。 がし スタ， リンむ かのを が テ a の お 照と なる •へを アン ご，* フ 、々ガ ノウ 
ィッ 、チ、 ♦ルジ m AT ゼ •ミ a ' T;s 要人 巧は 麗して ねる Q で わるれ ら •スタ—， 
ン のみす 巧を をせ たか ミミは、 やはり 巧 巧 巧た 辛 f みるの 襄巧 だら ミ 
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クレムリン 宮 のを 壬 

•スタ 1 リンを 支 酷ず るみの 

' ぶ 巧した 「猜疑 一の 愛國 運動 

ホ 年ち ッ玄忌 岳な 的な 革命 か 子に 巧して は •碧な 基のを た 抱け」 といみ S ? 
とに 爱 5 st たちを は 5 J ン餐 S 襄り にを たた 同を S 刑が 相つ いで 巧は 
れ るのに Kv •民 ホが 「餐 同胞 ミ < s をが ミ 運な じ 陷れわ ばたら 狂い 0 か」 といを 
? おく ♦ぅを クた 結ち 民衆の •むに S しみの、 む」- 整 的に ろ ぇれ け •お ホを が 荒に ス 
ク J ; ニッ かおに 打 直す 必史 にせ まられ たお 巧で わる。 

か クミ" シア 人は， 化の 巧れ の 賣ミ もを をが ホの な 熟な 賈ミ つち 巧し 現 巧の ソ 
W に— K はれい。 これは 「吾人は クリスト お及び その お f 话た餐 なら ぱ で f ft 

說<彼巧ろ -を人董|8呑等5わらでわろ と之著0^^とに、 肖力ら穿を受彿つ 


でし 4 ム ことに 巧 巧した。 

とに 巧ッ w 當 おは、 ホ義 ホれ 巧に 巧して 么 t 巧 g する。 もし A じれに 反對 の 巧 巧た とる 者 
が われげ •なにた 會 から 巧 巧され てし 4-^0 . 

• Hsi の > 件に がても、 ジノ ゲィ H フ •力 I メ ネフ 等が， 巧を 巧 切つ て反ぞ 命の 陰 巧た 企てた と 
S ふ 巧は •が 巧の プ 。レ タリアす 命に がける 巧が や、 そい 巧 巧から 見ても、】 巧の からは ft 
府巧 局の 巧を がわつ わ 時で も、 なは 謀 解が 巧ない 掌で あ 0 た。 がし 公判 捏 にがけ るが 等の 陳 巧が 
公 おされる や •を 巧の 輿論は 化を 反 巧な 汲に おして •巧 苗が、 巧 節 巧と いん R 巧た あびせ かけ、 
「巧 等を 巧を# ょ。 巧を の 巧す る 指 巧を スタ I リンた 化ん ものた 除け」 

とい-^ 叫び fc みげ たので たる® 

化の がかを 判 巧に かても、 を 刺をから 巧 巧が 言 渡される や、 巧ち 巧は】 巧に 巧手を なて その 約 
ホをま将するホをお巧し. 滿ちしたとをみことでをる。 じれはを*にはとぅてい；^„禁阳巧れいじ 
とが。 たと へ 現 ホの 巧嘗 がが 逆の 巧に ょ 0 でを かれる 巧吿で わるとは 貫へ •か 0 では 田 お© 巧 
巧を として 尊* されて & た 人* &Q である。 そのが 傍の » がに 巧して •が 酷な ね 手を おつた と 云 
ふ ホは 「巧な めだ 革命 分 モに對 しては •巧 苗な 巧-を 0 をた 抱け」 といみ ッ斯を おの 巧 ホに 巧す る 
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宜 傅が •萬に 效ホ 的で もつ たかと いふ ことを 《巧る ものでは & いだら うた 
これは 巧 巧 51 リン 巧を 權» 化の だげ ミ 巧る 事が 出 ホ やう。 

こ A ， ン妄 Q 11 つ Q 〔は •今日で も公拍 はされ て 居る が、 を 暮曼赛 して くれる けち 
t 持つ て 巧 ミ も、 をく 人 門 A ミれ をい •ホづ S 《霎 S が 蒙」 た 門 表 浸 送 

めた をで & ければ 入 巧 出 巧れ い。 スタ 1， ミ そを や 共 巧ち をの 法王で わるの ち 

巧し スタ— 9 ン卞 らおに をた & いちお 的の まる 權 力に ま K されて わる 一 では 夕 1 リン t まな 

する ものは おが？ 

それは 「猜 巧」 で わる。 

X X X X 

X X X X 

0 

か 度の 反革命 這 S にナ； お S 巧 S 巧 芝 クた #は、 ッ扣留 S 寒大ミ 《曲た 巧へ 
ちブ拓 はを め 忙 みて 巧畜忙 巧が 立す る 押 おで わる。 ナナスが 化 巧なる so もとに i 命 
m 防に 巧 かを 巧へ たたなる 巧に、 兩坦品 巧た 巧# にな 明し ょう。 
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ナチ ス 秘密警察 •い 反革命 陰謀に 
協力した 意！！ は何處 にを ろい？ 

宿命的な V 巧の 巧爭 

ドイッの ナナスは • R 拥 大巧 後 ドイッの 困 力が 巧が その 姑に 违 した 時 •巧 巧 八れ わいすず の閒 
巧に 巧 じて み 力を 巧た 共 巧 ホを を-化 面の がと して 巧ち 》 么 たお 擊し ，をに 克服した 两；； ^ ホを で わ 
る。 こ、 に ソ獨が 巧 がれない 巧 本 的の お 因 がれる。 

フランス も かつては おを ホ 巧排擊 のために •巧が ソ前 とが 巧し •巧 本 ホを W 巧 巧の え 如に なつ 
でゐ たので あるが， ヒット ラ I 现れて ドイッの 巧 力が ホぜし •お 巧 ドイッが 眼 巧 ましい 飛 挫を を 
けてから は、 其 S 宿な めた 巧 巧 あ巧應 から. をん 怕藉 して わた 共産 ホを と 巧な して* ソ聯 との 化 
巧關 巧と 淸 巧し •共の 卜 ：巧獨 巧が 同 巧 さへ おぶ ことにな つた 0 

この 結 巧. ドイッは 二大强 巧に 巧 華され る紀 巧と & り •巧 ひ 巧 併の 必 巧を 巧訪 して* 軍備 八が 
巧を 巧い し •ヴ H ル ヤイ ユ巧 めの 巧 ホと なつた 。これは 正しく 自が 的れ 的で* 巧 佈冷ホ QW たる 
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n 的を もつ たもむ ではな かクた •むしろ フランスよりも# ま ホを 阁ッ聯 にがす る 巧倘で わつた の 
である 0 

本年 一一 一月、 ラインに 進駐した 巧 も •ヒット ラ— は r ライン 進 巧は 巧 か 傍 略 八 目的の たみでは な 
くして、 ソ 蹄の 攻 巧に 怖へ て 後 昭の巧 i を 巧つ にある」 と 言明して わる。 これは ホ 近の ッ がに# 
ナる瞬 巧に みても 明かな おぜ である。 

これを ブ聯 側から みれば* ナチ ス -K イッは、 か 0 て ドイッに 巧 化けた 赤む 地お卜 板をから は 
巧した 巧 あ 的 針ぶ 巧 力で わり •又 ソ聯巧 ± を 战ふ阐 として •か 巧 巧 ホ も网化 政が も •すべて ナチ 
K •ドイッとの 巧抗を 目が として 巧た。 脚 巧 加入 も •佛ソ 軍 巧 同盟 もみの 政策 2 现れ であつ た。 

じ、 に ドイッは ナチ ス巧巧 巧な (ゲシュタポ) の 手に よつ て、 ッ聯の 反が 部 浓に銜 きかけ て、 
反 单な陰 巧に 授か t 與へッ 聯の困 內巧说 を 企んだ •これは 大巧に よつ てを 访お 地を 失つ た ド イブ 
としては、 が 乏した 物奇 t 何をから か 巧なければ ならない 化 態に わつ わので、 先づ 腿を つけたの 
が ゥクライナ Q » 巧で わつた 〇 みのお 巧、 生れた のが ヒット ラ I の 「まで 巧 化の ホが」 で わる 0 
其の上 思が 的に 巧な する ブ聯 である。 が巧绛 おが ッ聯 の 反を がが と 通謀して 巧を かまへ たのは、 
を 巧の 巧け で わ 0 セの だ。 




この 閒 にがけ る 巧 息は がな のかく であるが、 ッ聯固 巧の 反が 部が の 陰な がすぶ がに な レ、 ナチ 
K 巧 巧# おが 反革命 巧 かに 種* の 授かを 巧へ た 巧まで お 巧され たお あ •果お ッ肺關 がは お化し、 

ッ 研は 西が 网 巧に 大巧を 移動して •两 巧が 脯を 巧に し、 街 お 適 おを 二十】 歲 ょり 十九が に 引下げ 
て 兵力の 巧 もを 計れ ぱ •ドイッ も おちに おが 年限を 一一 年 巧ち して お 胡し •ナナスな 大 をに 於て は 
巧が 共產 ホを へのを 巧を 布吿 して 大巧 利を おへた • 

本年 九月、 ニユ ルン ベルグに がける 巧八间 ナチ ス巧大 みに がて •か 巧 巧を アルフレッド、 a 1 
ゼン ベルグは •其の ホ 上 •共產 ホ 巧の 巧ぶ- V- 貼 調して がむ 專 巧を おつて 曰く， 

「ロ ン ドン、 パリ •マドリッド 、席 巧を •世 ホの 大が巿 は 今やせ み 苦に 巧 がする 巧 ホで ホ说し • 
巧を 巧くな を ポル シ H ヴ イズムの 化た とを つて ゎる •なに おいて】 化 一二 六 年 巧 八 回 ナチ ス巧大 を 

は 巧び ポルシェ ゲイズ A と •サ 巧の ユグ ャ禍に 巧す る あ敢な 岡ず 閒 おを お 貢せ ざるを けない 

ボルシェ ヴ イズムは、 人 巧 生 巧のを 治の 义 化的提 おとしての 氏族が 巧 ゎるを する。 巧 も 彼 巧が 巧 
か W に 向つ てを 化する にを つては， みが々 川に 人が 的 反 おを 族 酌し •现れ が會機 W の诚 巧を を 凶 
するのが巧ま手おである。 ポルシェヴイジムは、 巧本ホ巧をず化お大の化化としてめ*^するが， 
ッヴ 王 1 卜な府 たま おする ものは、 る に 非す、 巧 似に 巧 ホ， A ダャ^に ょつ て おがされ るを も 
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苛 おれ 田 ぷ巧本 まなでは ないか 今や プヴ H 1 トホ がは •を 化 ホ ユ ダ* 化い が 巧を 化げ て 兵力 

卜 倍加し •巧 裝サ るが みお プ P レ タリ ャ 巧を 第一 紋に 据ぇ •な 亞贿 大巧の 諸 树を巧 かからみ がし 
て わる。 化み々 化の 危掛 をが に、 巧 おは 巧 おを つて 巧大 なる 文化と や 巧を お 盞サわ ばれら たい」 
巧ヒヴ トラ ー 自身 も 巧の かく 自己の 化 巧を 請 0 て 曰く、 

「ド ッィ 国 おはを 巧が ポルシェ ヴ イズム 化して 巧く のに、 到 巧お賊 •むでは 巧れ ない。 ポル ッェ ヴ 

ィズムの 吿奪 fc 目が に • F イヴ 田 巧は どうして 拱手 巧 巧 出 ホょう 0 ッヴ H 1 卜政 巧が な W た 

ま おしょう など、 言ん ことは •ドイッ 田 氏は 巧 おを 敲化 ホない」 

この ナナス •ドイッの 巧 巧に 巧して •ッ 巧 はみ のかを W 吿的 なな 巧を お 巧して 居る が、 これは 
「 a 面の 吿」 でぁ 0 て、 ッ 巧の 度 巧が がるに わる かは 巧 保 出 巧 やう。 

「ヒット ラ ー は 》 ユ ルンペル グ黨大 をで、 巧び » 洲 をな かす 巧手 段を 巧備 して ゐ るの だら うが • 
ボル シ K ヴ イキ 攻 > は、 ブ巧 巧巧閒 のか 巧關な 上、 是ホ やめて 巧 ひ 巧い。 ち も ッヴユ ー ト なおは 
ホ ザべ ル 5 ン なが 大巧の 引 巧げ 迄は ち 巧して わない」 

この 话吿と 同 巧に ブ 蹄を 巧のを 巧を-おげ したす 論 ホは， 直ちに 反 段 的な ナチズムな# の 論 巧 fc 
がき •巧 书义掛 細が ブラゥ ダは々 乃 かく 痛烈な ナチ ス巧ホ 化 巧の 巧が をけ つた。 
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「ヒット ラ I の 巧 詞サ巧 的 提言は、 巧す るに、 お備说 巧の 她弘 にかなら ない。 ヒット ラ' •は ナナ 
K 天 W を 树〇に 約 ホして わるが、 新 おが 策 八： 卜 にがても を 糊は 化巧不 おする の だから •巧ず ろ 
に佛 がと 巧 巧 小. 化と を 約 かする にす ダまい。 I — 閲 W はお 乏を 巧げ‘ おが 備 をが 少し* を 料を だ 
ひ 込む 現を は 一文 もない。 现 をは 擧 げてボ 備に 0 ぎこ わから ガ 。かなむ 巧に ついては •城 お 地の 
巧ぶな か 巧 ど 言 あして わない が、 ドイッ 化が が 化が 的 化か 巧 政策を 故 巧化來 ぬが 巧に 微 しても， 
ドイッ 巧內 にがけ る 飢餓 菊 まの 現 巧は 明瞭 だ。 ヒット ラ ー は ドイッ 闕 W におし、 飢 ㈱ とけめ な 戦 
ホを 約 ホして わろ に此 る」 

この度 W は •ヒット ラ I の 場合に しろ' ソ聯の 側に しろ •一 0 のゼス チユア I で わつ て、 なち 
じ戰 がをおを 起す が 巧とは ならない ゼ らう。 巧し ソ獨邮 阁の關 がが • U 上の 如くが る 晦胜た 化 態 
にれ る节は 巧- 货？- あろ。 こ、 に 今を の 反 スタ ー リンに な S 巧に •ナチ スの ホが 仰び てね たといみ 
ことは、 殊に 巧々 の 巧 巧を おくに 个 々である。 

十月一一ーロが朝しわお阅デ ーリ1イールが々おハッルト》 ハームスゥォ1 ス氏はホのかく語つ で 
わる か •おい； 訂 葉れ がら 化 化の 巧 化を うがつ て わるす 巧で あン く. 

「スペインでは 巧 亂がバ 巧つ だら う。 化 雌み 巧の うんで ーホタ 巧して わる 巧は 口 本と ドイッ 化の 


も 八 だ •日本は 巧が 安を のた：* に 率先して 支那の ザ 巧を 叫へ て わるが これ も 全部 u 本に をせ かる 
ならば 解 化する •他 巧 巧は これにつ いてな りない 腳 、むを 持つ 必 おはない と 思 ふ、 滿洲阀 の ホ認も 
を巧のことで英巧としても近<ホ認する^とあふがたジその巧會が現巧ない迄ガ、 巧闽は问巧エ 
ナオ ピアに おしても 巧認 サねぱ なるまい •日英 同盟に 0 いては ち 西 巧の 夕< は 巧 待を かけて わる 
が 同盟は 反米 的で をい 限り 巧货 される。 巧 がには 駐爭が 巧る だら ぅとの 見 巧し も 巧され てゐ るが 
巧 巧は お 局 巧 ふで わらぅ」 
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